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秋田市教育委員会平成２６年１０月定例会会議録

１ 日 時 平成２６年１０月２９日(水)

午後３時３０分～午後４時２０分

２ 場 所 教育委員会室

３ 出席委員 委員長

教育委員

教育委員

教育委員

教育委員（教育長）

４ 出席職員 教育次長
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総務課参事

学事課長

学校教育課長

学校教育課教職員室長

教育研究所長

スポーツ振興課長

文化振興室長

文化振興室参事

生涯学習室長

総務課長補佐

総務課副参事

総務課主席主査

総務課主査

文化振興室主査

総務課主任
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５ 議 題

【付議案件】

議案第19号 職員の人事異動に関する件

【教育長等の報告】

(1) 名勝旧秋田藩主佐竹氏別邸（如斯亭）庭園修復整備工事の概要について

(2) 平成２６年度秋田市いじめ状況調査の結果について

６ 議 事 午後３時３０分開会

【平成２６年９月定例会会議録および１０月臨時会会議録の承認】

平成２６年９月定例会会議録および１０月臨時会会議録について、異議がない

ため承認された。

【会議録署名委員の指名】

委員長が今回会議録の署名委員として委員２名を指名した。

【付議案件】

議案第19号 職員の人事異動に関する件

【非公開の議決】

委員長 議案第19号「職員の人事異動に関する件」は、「秋田市

教育委員会会議規則」第９条第１号に規定する人事に関す

る案件であることから、「地方教育行政の組織及び運営に

関する法律」第13条第６項ただし書きの規定により、秘密

会として取り扱うこととし、日程の最後に審議したいと思

うがどうか。

※ 以上の発議があり、全員賛成により議決した。

【教育長等の報告】

(1) 名勝旧秋田藩主佐竹氏別邸（如斯亭）庭園修復整備工事の概要について
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委員長 事務局から説明をお願いする。

文化振興室長 １０月１４日の市議会において議決を得て本契約となり、

着工する運びとなった。工事概要を説明する。

（資料に基づき説明）

文化振興室参事 （資料に基づき説明）

整備は大きく建物と庭園に分けられる。建物のうち主屋

については、トタンに改変された屋根を元の茅葺きに戻し、

南側にあった削られた部分を復元する。茶室は４間に広げ

た部分を３間に戻すほか、屋根の形状も変わっているため

修復する。また、現在はなくなっている御萱門・東門・南

門・農家風建物を復元する。庭園については、池の深さを

現在の70～80cmから20cmほどに戻す。また、樹木の樹高を

整え、枝の剪定を行う。

委員 南側の市道に面した部分は以前は駐車場であったと思う

が、その場所も庭園として整備するのか。

文化振興室参事 以前駐車場であった場所は、本来は庭園だったところで

あり国指定名勝の範囲内であるため、復元整備する。

委員 流路は元々はどこから水を引いてどこへ流していたのか。

文化振興室参事 東側の田んぼの用水の一部を引いて、西側の旭川へ流し

ていた。現在は庭園内部で水が循環する方式になっている。

委員 樹木の剪定は元の姿に戻すために行うということか。

文化振興室参事 庭園内の樹木は元はマツであった。現在はケヤキやタモ

があり、大きくなりすぎているため、これを剪定するもの

である。数年前に枝が落ちて車に当たった事例もあるため、

管理のためにも必要と捉えている。

委員 整備後に公開するにあたってはトイレが必要だが、どこ

に設置する予定か。また、観覧料は徴収するのか。

文化振興室参事 トイレは復元する主屋南側に設置する。また、観覧料は

周辺の資料館等の状況を見ながら検討していきたい。

委員 敷地内に駐車場はないのか。

文化振興室参事 そのとおりである。東側に個人所有の駐車場があるので、
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買収または借り上げをして使うことができないか検討した

いと考えている。

委員 整備後の活用として、市民が主屋や茶室を文化活動など

の場として使用することはできないか。

文化振興室参事 そのような活用方法も考えている。

委員 具体的には、いつ頃の様子を復元するのか。また、後年

改変された箇所があるため復元するようだが、それはいつ

頃のことか。

文化振興室参事 庭園ができたのは320年ほど前の元禄の頃であるが、現

在の形が整った220年ほど前の寛政の頃の様子に復元する。

大きく改変されたのは、昭和39年に同地に旅館が建築され

たときである。

委員 資料２ページのイラストはいつ頃の様子か。

文化振興室参事 イラストは前所有者が描いた改変前の様子である。寛政

の頃の様子については資料が少なく、整備指導委員会にお

いて復元内容を検討し、資料のように決まったものである。

委員 復元する建物は、年月を経ているような雰囲気を出すと

いうことか。

文化振興室参事 そのとおりである。

委員 来客をもてなす市の迎賓館のような活用方法は考えられ

るか。

文化振興室参事 会食などをする場とすることもできると考えている。

委員 広間はあるのか。

文化振興室参事 主屋には１２畳と８畳の続きの広間があり、多人数が入

ることも可能である。

委員長 契約金額の内訳を教えてほしい。

文化振興室参事 建築工事が221,031千円、設備工事が111,075千円、庭園

工事が67,148千円である。

委員長 建物の修復整備にかかる費用が主なものとなるのか。

文化振興室参事 そのとおりである。全体の55.36％にあたる。

委員長 資料が少ないということだが、ぜひ歴史的根拠に基づい
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た姿を復元してほしい。

文化振興室参事 歴史的根拠を求めるために、一昨年に発掘調査を行った。

その結果、主屋南側からは建物の礎石が見つかり、御萱門

の柱穴も発見できた。これらは忠実に復元したい。また、

主屋と茶室には改変されているところがあるが、これにつ

いては解体しながら調査を行って修復することとしている。

委員 国の補助はあるのか。

文化振興室参事 国からは、事業費の50％の補助が得られる。

委員 契約先の共同企業体のうち、池田は県外の企業か。

文化振興室参事 仙台にある企業である。

委員 このような工事を得意としている企業か。

文化振興室参事 十分な実績がある。市内ではこれまでに秋田城跡、三浦

家住宅、嵯峨家住宅などを手がけている。

(2) 平成２６年度秋田市いじめ状況調査の結果について

委員長 事務局から説明をお願いする。

学校教育課長 年度の中間でいじめの発生状況を把握し解決を図るとと

もに、今後の指導や支援の方向性を定めるために、昨年度

から実施している。

（資料に基づき説明）

中学校１年生の認知件数が多い。新たな人間関係を築け

ず、相手を傷つけてしまう場合が多いものと考えられる。

継続支援中となっているものは、いじめはなくなったもの

の、本人の不安がまだ解消していないものなどである。ま

た、取組中の案件は、９月に発生した事案などである。今

後も各校のいじめ防止対策基本方針のもと、組織的に解決

できるよう努める。

委員 件数の減少が顕著であり、取組の成果として評価できる。

減少の主な要因は何か。

学校教育課長 学校の取組方針が作られ、それに則って防止に努めてき

たことや、子どもの意識が変化してきたことが要因と考え
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ている。しかし、まだ隠れている事案があるのではないか

という危機感を持って、引き続き取り組んでいく。

委員 学校訪問の際に話を聞くと、取組を強化していると感じ

る。件数ゼロを目指して今後も取り組んでほしい。

【その他、委員から】

委員 津波の被害が想定される小・中学校が、市内に３校ある

と報道されていた。具体的にはどこか。

総務課長 県が想定する最大級の地震が起きた場合の津波による浸

水域が、市作成のハザードマップに示されている。これに

よれば、土崎小学校、八橋小学校、土崎中学校の３校が浸

水域に含まれている。このうち、八橋小学校と土崎中学校

はグラウンドの一部が浸水する程度であり、校舎に影響は

ない。土崎小学校は２～５ｍの浸水が起こりうると想定さ

れている。５ｍという高さは、一般住宅では２階の軒下部

分に相当するが、校舎は十分な耐震性が確保されている建

物のため、３階以上に避難することにより安全は確保され

ている。

委員 浜田小学校は海に近いが、被害のおそれはないのか。

委員 浜田小学校は、高台にあるため被害は想定されていない。

委員 開催中の国民文化祭や各地域で行われている敬老会など

の行事に、児童生徒がいろいろな形で参加している。先生

たちは子どものがんばりをぜひ褒めてあげてほしい。

各学校で定期的に生活に関するアンケートを実施してい

る。その結果をどう処理しているかを学校訪問の際に尋ね

たところ、担任から学年主任、生徒指導主事、教頭を経て

校長まで目を通しているという学校は１校だけだった。訪

問した学校が少ないため全体の状況を把握した訳ではない

が、担任だけしか結果を見ていないのでは、アンケートが

生かされないのではないかという危機感を持った。別の目

で見ると気付くということもあり、担任だけで処理が終わ
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らないよう各学校にお願いしてほしい。

来年度、管理職に占める女性の割合が増えるか注目して

いる。学校経営は、性別に関係なく能力がある人がやるべ

きである。特に中学校では、女性管理職の割合が非常に低

いので、来年度少しでも増加することを期待している。

委員 学校訪問の際に、職場体験の話を聞いた。秋田北中学校

では１人１職場として、80人が別々の職場に行くそうで、

２日間の体験期間で１日ずつ違う職場を体験した生徒もお

り、全部で100箇所近い事業所に協力してもらったとのこ

とだった。また、土崎中学校では地域の事業所が非常に積

極的で、毎年期待して待ってくれているとのことだった。

いずれも地域と学校の交流になっており、すばらしい事例

だと思う。職場体験については、各校で温度差があると感

じるので、このような事例を共有して他校への刺激とする

ことも必要ではないだろうか。

【その他、今後の日程についての報告】

総務課長補佐 教育委員会定例会は、原則毎月第４木曜日としているが、

１１月定例会は、１１月市議会の関係で１１月１９日

（水）午後３時３０分からを予定している。

委員長 審議の途中であるが、ここで休会とし、５分後に審議を

再開することにしたいと考えるがどうか。

※ 委員長から休会の提案があり、５分後に審議を再開することに決定し

た。

【付議案件】

議案第19号 職員の人事異動に関する件

（議案第19号「職員の人事異動に関する件」は、秘密会のため、秋田市教
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育委員会会議規則第23条の規定に基づき、会議録に記載しない。）

午後４時２０分閉会

以 上


